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午前９時00分開議 

○事務局長（熊懐 洋一君） 起立、礼。着席。 

○議長（岩佐 達郎君） それでは、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付の

とおりです。 

 それでは、ここで市民生活課長より発言の申し出があっておりますので、これを許可します。

市民生活課長。 

○市民生活課長（重冨 孝治君） １２月３日の本会議で、平成２７年度うきは市国民健康保険事

業特別会計補正予算の審議の中で、三園議員よりの御質問について報告をさせていただきます。 

 平成２７年度当初予算の算定に当たりましては、平成２６年度の５月時点での退職者医療交付

決定額１億７,７６２万４,０００円から算定をいたしております。退職者医療制度につきまして

は５年の経過措置があり、５年をかけてゼロとなりますので、２７年度当初予算は２０％減額を

見込み１億４,１７２万３,０００円を計上しておりました。当初見込み額より大きく減額が見込

まれるため、減額の補正を行ったところでございます。補正後は、平成２７年度の当初予算額よ

り３８.７％の減、また、２６年度５月時点での交付決定額からは５１％の減額となる見込みで

ございます。歳出の療養給付費につきましては、２６年度当初より２９％減を見込んでいました

が、３７％の減を見込み、また、高額療養費については、３％の減を見込んでいましたが、

４２％の減が見込まれます。 

 以上でございます。 
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────────────・────・──────────── 

  日程第１．議案質疑 

○議長（岩佐 達郎君） それでは日程第１、議案第７７号平成２７年度うきは市一般会計補正予

算（第３号）を議題とします。 

 予算案の質疑については、歳出のほうから項ごとに担当課長より重点事項を説明していただき、

質疑に入りたいと思います。なお、財源組み替えのみの項につきましては、質疑のみを行います。 

 まず、予算書について説明を求めます。企画財政課長 

○企画財政課長（金子 好治君） おはようございます。補正議案書１ページをお願いいたします。 

 議案第７７号平成２７年度うきは市一般会計補正予算（第３号）。 

 平成２７年度うきは市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億９,８４９万

５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５４億４,０４２万

４,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正。第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 債務負担行為の補正。第３条、債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為の補正」によ

る。 

 地方債の補正。第４条、地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。平成

２７年１２月３日提出。うきは市長髙木典雄。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費補正。 

 １、追加。２款１項総務管理費。事業名が新エネルギー・省エネルギー対策事業、対象の工事

が藤波ダム小水力発電施設整備工事費でございます。繰越明許費の金額が１億１,０６２万円で

ございます。 

 続きまして、１１款２項公共土木施設災害復旧費。事業名が過年発生公共土木施設災害復旧事

業、対象工事が２４年発生災害復旧工事費でございます。繰越額が１,０００万円となっており

ます。 

 いずれの工事につきましても、年度内の完成が困難なため、繰越明許を行うものでございます。

上段の藤波ダム小水力発電工事につきましては、県との河川法の協議手続に時間を要したために

繰越明許を行うものでございます。下段の２４年発生の災害復旧工事につきましては、美住川の

河川工事におきまして、県の工事を先行して行わなければならない状態でございますので、その
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関係で、その後、工事に着工するという形になりましたので、年度内の完了が困難になったもの

でございます。 

 第３表、債務負担行為補正。 

 １、追加。事項が、戸籍総合システム機器等更新費。期間につきましては、平成２７年度から

平成３２年度でございます。債務負担行為の額が３,３５５万３,０００円でございます。これに

つきましては、飯塚市と戸籍システムの共同利用を行うため、５年間の契約を締結するための債

務負担行為でございます。 

 続きまして、電子情報処理組織戸籍事務委託負担金。期間につきましては、上段と同じ期間で

ございます。金額が６５万８,０００円となっております。これにつきましては、上段の契約に

参加するに当たり、参加自治体の負担金が必要なため、債務負担行為を行うものでございます。

負担金の金額につきましては、月額１万円、年額で１２万円の５カ年分に消費税の額でございま

す。 

 次に、吉井小学校給食調理等業務委託料。債務負担行為の期間が、２７年度から２８年度でご

ざいます。限度額が７７０万円でございます。これにつきましては、今、小学校給食の委託を行

っておりますけども、吉井小学校を１年延長することによって、ほかに委託しております小学校

とちょうど期間がそろいます。その関係で１年間の負担行為を行いまして契約を行い、ほかの小

学校との期間を合わせ、その後、あわせて入札等の契約ができるように準備を行うためのもので

ございます。 

 第４表、地方債補正。 

 １、追加。起債の目的、災害復旧事業。限度額が３,９６０万円でございます。起債の方法に

つきましては証書借入、利率及び償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。これ

につきましては、８月２５日に発生いたしました台風１５号の災害に伴う起債でございます。内

訳といたしまして、農業施設災害が７２０万円、それから公共土木施設災害が３,２４０万円、

合わせて３,９６０万円となっております。 

 続きまして、２、変更。緊急防災・減災事業。補正前の限度額が４,５４０万円、補正後の限

度額が３,７６０万円、７８０万円の減額でございます。この減額につきましては、消防ポンプ

自動車及び消防緊急デジタル無線機器の入札によりまして金額が確定いたしましたので、減額を

行うものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） ８ページの繰越明許費補正でございますが、総務費で１億
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１,０６２万円の額でございますが、理由はわかりましたけども、最終工期がおくれるようなこ

とがないのか、そこら辺をお聞きしたいと。結果的に何月に完成ということがわかれば教えてい

ただきたいと。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） 予定しております土木建築及び水車の工事でございます。土

木建築につきましては、今の予定では７月か８月、それから水車を取りつけてというような工程

を組んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかに。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 今度の補正額は１億９,８４９万５,０００円でありますけれど

も、この中で大きいのは産業立地交付金の１億円、それから償還金というのを合わせますと、

６,３８２万円というようなとてつもない金額なんですよ。それと起債を合わせますと、ちょう

ど１億９,０００万円になりますけれどもね。 

 私、毎回の決算特別委員会のとき、１２月補正のときは、ぜひ経常経費の見直しをやってほし

いということをお願いしてきておりました。ところが、ことしも全くそれには手つかずの状態と

いうことでありますよ。例えば、２６年度の不用額というのが６億８,２９８万６,３９０円だっ

たんですよ、６億８,２００万円。これは不用額で出てあったわけ。その中で、例えば、需用費

というのが３,２２１万９,６７７円、それから委託料というのが７,４３９万７,７８７円、それ

から負担金あるいは補助金というのが８,０７５万５,８６５円、臨時嘱託賃金というのが

１,９０６万５,２７３円ですから、これを合わせたら二億円という金額なんです。したがって、

少し皆さん方が現行予算を―あと３カ月ですから、しっかり内容を見れば六千三百万円ぐら

いの金は当然捻出できるはずですよ。それを全くやっていない。なぜやれないのか。このことに

ついて、企画財政課長から答弁があれば答弁をもらいたいと思います。 

 実は、この需用費についてもふえたほうなんですよ。需用費というのは、皆さん方は幾ら見て

るか知りませんけれども、つまり四億円突破してしまってるわけですよ、需用費というのがです

よ。だから、当初予算でいきますと、本年度当初予算が４億７００万円ですよ。需用費だけで。

もう少し詳しく申し上げますと、消耗品が１億８６８万２,０００円、印刷製本費が２,９３０万

３,０００円、光熱水費１億１,８３８万４,０００円、食料費―これは賄い材料を含みますが、

６,２９３万３,０００円、燃料費が３,８６５万６,０００円、修繕料４,９９２万２,０００円、

合わせますと、当初予算で、需用費だけで４億７００万円の予算を組んであったわけですよ。そ

してあと、補正予算第１号あるいは補正予算第２号、補正予算第３号で増額してるわけですよ。 

 私はぜひ見直して、そして、借金をしなくていいようにやりなさいということをお願いしとっ
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たけども、逆に補正額が幾らになってるかというと、消耗品で４,４４０万円ですよ。印刷製本

費で３７７万６,０００円。光熱水費１１５万２,０００円、食料費で１６万５,０００円、それ

から燃料費で１１万円、修繕で５０万円ということですから、つまり１,０００万円補正を組ん

だんですよ。そして、減額したのはどこが減額かというと一般保育所費で、今度の予算書の中で

３４万８,０００円の消耗品、それから、食料費の中で賄い材料が３３５万８,０００円、この

１年間でわずかにこの１件だけですよ、見直したのがですよ。何で見直さんわけですか。 

 あれだけ見直して、厳しい財政の中ですから、これを有効に使ってくださいということを申し

上げて、恐らくこれは３月にがばっと補正予算で上がってくると思いますよ、減額で。３月の補

正で上がってきてもどうしようもないわけですよ。恐らく３月２５日ぐらいに議会が終わると思

いますが、それから１週間しかないわけ。予算をつけようたってつけようがないということにな

ってありますが、これについて、一体どういう考えでこのような予算を今度も提出されてあるの

か答弁願います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金子 好治君） 議員の御指摘につきましては、以前からお伺いしておりますの

で、私たちも十分承知をしておるところでございます。１２月の補正の段階の数字につきまして

は、これは事務的なお話をいたしますと、大体、今回の場合も１０月２０日に原課での入力の締

め切りとしておるところでございます。それから査定を行いまして、１１月下旬には予算書をつ

くり上げるというような形でございます。ですから、原課での入力段階では、まだ５カ月間の事

業年度がある状況でございます。 

 しかしながら、御指摘のとおり、その間、事業が確定したもの―例えば、入札等により工

事金額が確定したもの、いろいろな農政事業関係も数量的な事業の確定とかがございます。そう

いったものにつきましては、不用額を当然、その時点で減額をしていくという作業はやっておる

ところでございます。また、あと残された５カ月間ございますので、需用費等もその時点で厳し

く精査をいたしながら、不要な需用額等については、査定の段階でヒアリングしながら減額をし

ておるところでございます。 

 １２月補正に上げるわけでございますけれども、実際の現場としては、あと５カ月残された段

階での作業をやっておるという若干のタイムラグがあることは御理解をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（岩佐 達郎君） １３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 幾ら５カ月あっても、じゃあ、何で３月補正であれだけ減額し

ますか。３月補正ではずっと減額してくるんですよ。それをもう少し前倒しして、つまり、今申

し上げたように２億円からの不用額が出てるんですよ。だから、それを本当に皆さん方にやる気
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があれば、こんな補正が、いわゆる１件だけですよ、需用費で減額したのは、今度の補正予算で

減額してるのは１件だけ。消耗品の３４万８,０００円だけ。あとは賄い材料が３００万円ほど

減額してありますけど。じゃあ、３月はあれだけ減額補正が出てくるじゃないですか。それを皆

さん方は真剣に検討していただいて、地方自治法に書いてありますように、限られた財源の中で

高い効果を得なきゃならんから、そういうことを申し上げてるんですよ。 

 新年度予算も同じですよ。新年度予算も前年度の予算どおりではだめですよ。この中でもいっ

ぱい出てきておるでしょう。例えば、１００％減額というのも出てきてありますよ。こんなこと

はなぜ起こったのかということを調べてもらわなきゃなりませんよ。１００％減額、ゼロになっ

てるわけ。当初予算で組んどった予算がゼロ。だから、何でそれが起こったかという原因は調べ

てありますか。 

 福岡県では、２７年度の予算を編成する際に大幅な見直しをやったんですよ。大体６０億円の

節約をしたんですよ。福岡県ではそういう実態があるわけなんですよ。そのとばっちりが今、来

てるわけでしょう、この中にですよ。廃止になって金がもらえない。つまり、福岡県の当初予算

でやったのは、事業の廃止が３３件、８,４００万円ですよ。それから事業の再構築、それが

７３件で８億１,６００万円の節約。そして事業の効率化２５８件、１６億７,２００万円、事業

の終了あるいは完了が１５１件、２１億２００万円。管理費とか事務費の削減が１７４件、８億

５,６００万円、合わせますと６０億円からの２７年度の予算編制で節約をしてるんですよ。こ

ういうことをやらなきゃ、限られた予算、まして地方交付税が減額されるという時代ですから、

本当に真剣に皆さん方は予算を有効に使うためには、本当に内容を吟味して査定をやっていただ

かなきゃならんということです。いま一度、市長から答弁願いたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 市長。 

○市長（髙木 典雄君） 議員御指摘の行財政改革については大きな課題でありますので、不断の

努力が必要だと思っております。 

 基本的に１２月の補正予算のときにも私の査定をやりますが、その前段で、事業の途中におい

て事業執行状況を私がヒアリングをしております。ふだんの２７年度認めていただいた予算の執

行状況をしっかり途中段階で私自身がヒアリングでチェックをし、そして、１２月の補正予算に

つなげていくわけでございます。課長のほうから話があったように、どうしても作業上タイムラ

グが生じるということはぜひ御理解をいただきたいと思います。 

 それから、３月補正で大幅な減額をしてるじゃないかと。あと幾ばくも日にちがないのに、そ

れは全然意味がないというようなお話がありますが、基本的には３月時点でも予期しないように

増額が出てきます。歳入が出てきます。そうしますと、歳出を落とさないと借金というか起債を

組むか財政調整基金の繰り入れをするしかありません。そういうことで、どうしても見直して減
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額も必要で、歳入をカバーするという対応も必要かと思いますので、そういうことで総合的に御

理解をいただきたいなと、こう思います。 

 議員の御指摘で、本当に御指摘のとおり、交付税も年々減少してまいってますし、厳しい財政

運営を強いられておりますので、ふだんから行財政改革については努めてまいりたいと、このよ

に思います。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） ８ページの債務負担行為についてお伺いをしたいと思います。 

 きのう飯塚市との電子情報処理組織による戸籍事務の事務委託に関する規約の審議がなされま

した。この内容については理解できましたが、債務負担行為のシステムの債務負担についてのこ

の金額についてはきのう説明がありました。その真ん中のやつですね。負担金。月額１万円掛け

５年、これで消費税８％がかかっての金額になるんでしょうけども、スタート時点がまだ今から

ということになりますが、この積算―１万円という非常に安い金額で委託ができるんだなと

思うんですけど、この１万円の使途ですね。積算の根拠、このあたりをちょっとお尋ねをしたい

というふうに思います。これが、規約が議決してのスタートになろうと思うんですけども、いま

一度、この期間について確認をしたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 市民生活課長。 

○市民生活課長（重冨 孝治君） 負担金の件でございます。 

 これにつきましては、メーンサーバーあるいはバックアップのサーバー、こういったものの電

気料でございます。 

 期間につきましては、来年の４月１日から３３年の３月３１日まででございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、２款１項総務管理費の説明を求めます。担当課長は順次説明を願います。総務課長。 

○総務課長（石井 好貴君） 補正予算書、２８ページをお開き願います。 

 ２款１項５目庁舎管理費１８０万３,０００円の減額補正ですが、うきは市民課管理に係るう

きは市民センター分と総務課管理のこの庁舎の庁舎総合管理等委託料、庁舎清掃委託料を入札減

に伴い、それぞれ減額補正計上させていただいているものです。 

○企画財政課長（金子 好治君） ７目財政調整基金費、補正額４４３万１,０００円、２５節積

立金でございます。財政調整基金から振興基金につきましては、基金運用利子の積み立て分の補

正でございます。鉱泉浴場所在地域の施設等整備基金につきましては、当初予算で組んでおりま
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したけれども、前年度の実績が上回りましたので１４万６,０００円の追加補正をするものでご

ざいます。 

 なお、財政調整基金が２６２万１,０００円の減額になっておりますけれども、これにつきま

しては、当初の段階でこの分が下の振興基金―３５６万円を増額しておりますけども、こち

らの基金と見間違っていたために、移すために、今回、調整をして補正をするものでございます。 

 以上です。 

○地域振興係長（髙山 靖生君） ９目地域活性化推進費、補正額マイナス７０５万円、１９節負

担金、補助金及び交付金。内訳につきましては、個性あるまちづくり事業費補助金マイナス

６１４万円、人材育成事業費補助金マイナス９１万円。いずれも事業費確定による減額となって

おります。 

○市民協働推進課長（楠原 康成君） １５目諸費３７万５,０００円の増額補正でございます。

１９節の分でございます。補正理由といたしましては、老朽化によります蛍光灯からＬＥＤへの

取りかえ件数の増、それから、台風１５号によります被害等による取りかえ等の増によるものが

原因と考えられます。犯罪の防止及び交通安全を確保するという観点から、今回の補正予算へ計

上させていただいております。 

 なお、積算基礎につきましては、うきは市防犯灯設置費補助金交付要綱の４条にあります単価

１万５,０００円と、前年度の実績を勘案いたしまして、２５灯分を計上いたしております。 

○企画財政課長（金子 好治君） １６目地方創生推進費、補正額２,３００万円の減額でござい

ます。１３節委託料２,０００万円の減額になっております。これにつきましては、地方創生事

業のタイプⅠで２件を申請しておりましたけれども、そのうち市内歴史的資源基礎調査委託料に

つきまして、国の審査のほうで不採択となりました。その分の補正を９月補正で上げておりまし

たので、その分を減額するものでございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の３００万円の減額につきましては、同じくタイプⅡの分

１,３００万円を９月補正で上げておりましたけども、これは採択をいたしましたけれども、交

付金が１,０００万円ということになりましたので３００万円を減額するものでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 地方創生の推進費でありますけれども、不採択になったから

２,０００万円減額ということですけれども、この調査をすることによって、関連事業というの

はなかったんですか。この調査をやって、これを生かすという事業があれば、これは一般会計か

らでも２,０００万円をやらないと、後の事業がしぼんでしまうということになるんじゃないで

すか。これが１点ですね。 
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 それから、新規就農モデル経営総合支援事業費というのは、これは１,０００万円というのは

もともと減額になってないんですよ。そのままですよ。ただ、１,３００万円、３００万円は一

般財源から繰り出すようにしておったのを、もともとの補助金は変わってないのに３００万円ご

そっと落としてありますが、一般財源分をカットしたということですね。何でカットするの。事

業が縮小になったんですか。事業が縮小になってないなら、レインボーファームの事業は支援事

業ですから、それを立ち上げたばっかりですから、支援をしてやらなきゃならんわけですよ。そ

の支援を途中で２３.１％打ち切りということはどういうことですか。一番大事なときでしょう。

今、ようやくスタートしたばっかりでですよ。国の補助は変わらんわけですよ、１,０００万円

というのは。それでは足らないから、一般財源からプラス３００万円、１,３００万円を交付す

るようにしとって、何も国からの補助あるいは県からの補助は変わってないのに、何で一般財源

分だけをカットするのか、その理由について説明をお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金子 好治君） まず、減額いたします市内歴史的資源基礎調査委託料につきま

してですけれども、これにつきましては、計画しておりましたのは、市内全域のいろいろな古墳

とか歴史的遺産、そういったものを総合的に調査しようという計画でございました。現在、生涯

学習課のほうで進めておりますけども、屋形古墳群につきましては、既にその分に着工をいたし

ておるところでございます。その分を除きます全体を、今回、調査しようということで計画をし

ておったところでございます。この件につきましては、今回、不採択になりましたので、今年度

の調査は取りやめるということで、次年度以降の地方創生事業に上げていくような形になろうか

と思うところでございます。 

 それから、御指摘のとおり、新規就農モデル経営総合事業関係ですけれども、今回タイプⅡが

１,０００万円ということで確定いたしまして、これにつきましては、レインボーファームのソ

フト面の支援をするということで１,３００万円を歳出のほうに計上しておったところでござい

ますけれども、地方創生の交付金が１,０００万円ということが確定いたしましたので、その範

囲でやろうということで減額を行うものでございます。そこにつきましては、一般財源をつぎ込

むという方法もあるかもしれませんけれども、１,０００万円の範囲内で支援をしていくという

ことで、そういうふうに考えたところでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 市内歴史的資源基礎調査は予算がカット、２,０００万円がカ

ットされたからやらないということですけど、総合計画の中にもそういうことが書いてあるでし

ょう、資源を生かしてとかね。それに影響するんじゃないですか。やはり、資源基礎調査をやら
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なきゃ、資源の生かしようがないということになりますから。そうすることによって、うきはの

創生を図ろうという計画を立てたんでしょう。じゃあ、その創生はそこで尻切れトンボになるわ

けですか。 

 それから、レインボーのソフト面を支援するということ、こんなに当初予算で決められとった

ら、レインボーファームではやはりそれを予算に組み込んでるわけでしょう。組み込んでないん

ですか。市から、これだけ１,３００万円もらえるから、それでレインボーのほうも計画を立て

るんじゃないですか。それをこの１,０００万円の範囲内でやってもらうからといって３００万

円ぽんと蹴られたら、じゃあ、向こうも事業変更しなきゃならんわけでしょう、３００万円も。

そんな補助のやり方ありませんよ。最初から１,０００万円でやってくれというんだったらわか

りますけどもね。ところが１,０００万円補助が来るから、これについて一般財源から３００万

円上乗せして１,３００万円やりますということを連絡してるわけでしょう。してないわけです

か。それがなけりゃあ、２７年度の予算、事業を組まれませんよ、レインボーファームのほうも。 

 今、おっしゃるように、ソフト面を支援するようにしとったけど、この１,０００万円の中か

らそれをやってもらう。そんなこと言われたら、一番困るのは、それを当てにして事業計画を立

てているレインボーファームのほうでしょう。これについて、いま一度答弁願います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金子 好治君） 歴史的資産の基礎調査につきましては、先ほども申し上げまし

たけども、今年度はやめるということでございます。次年度以降、これは地方創生に上げておる

事業でございますから、４年間のうちに取り組むべき事業ということで予定をしておるところで

ございます。当然、総合計画なり地方創生なりに、うきは市の文化遺産を生かして活性化してい

くということを上げておりますので、その重要な１つの事業として捉えておるところでございま

すので、次年度以降に、今後、計画して、予算計上をしていきたいと思っているところでござい

ます。 

 ３００万円の新規就農関係の減額につきましては、確かに御指摘の部分もあるかと思います。

予算に上げましたのが９月の補正でございます。その段階で１,３００万円の使い道がきちっと

決まっておるという状況といいますか、確定したものではございませんでした。とにかく地方創

生を生かすことによって、新規就農者のソフト面をレインボーファームで生かしていこうという

ことで、その資金として地方創生のタイプⅡを生かしていこうということでございました。結果

的に１,０００万円ということになりましたから、１,３００万円を予定しておった分を、一般財

源はつぎ込まなくて、国庫補助だけでやっていこうということを判断したところでございますの

で、そういった御理解でよろしくお願いいたします。 

○議長（岩佐 達郎君） 三園議員、所管ですので、あとは所管でお願いしたいと思います。 
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 ほかにありませんか。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） ９目の個性あるまちづくり事業費補助金ですが、これ、説明で

は確定により削減しますと。まだ３月まであるのに、そんなに早く確定していいのかという思い

もしたんですけれども、確定見込みなら若干わかるんですが、これ、幅広くうきは市の活性化の

ために使える補助金でございます。ですから、こういうのは大いに補助金を利用していただきた

いと常々思っておるんですけれども、なかなか申請がないということだろうと思いますけれども、

この時点で確定していいのか。今から申請が来た、若干残っとるからそれで対応されるのか、そ

れが１点と。 

 あと１５目、防犯灯設置費補助金、これ、区長たちが防犯灯の補助金ということで申請してき

てるだろうと思います。今、電気代を少しでも節約するためにＬＥＤに切りかえてるんですよね。

結構、要望があると思います。これが今、区長から申請が上がってるのをこれで全部満たすこと

ができるのか。それとも、まだ申請が上がっているけれども、区で８基までやったですかね。ち

ょっと忘れましたが、何か限定があるんですよね。あとまだ申請してるにもかかわらず設置でき

ない。予算の関係とか、そういうことで設置していない防犯灯がどのくらい残ってあるのかをお

伺いいたします。 

○議長（岩佐 達郎君） 係長。 

○地域振興係長（髙山 靖生君） 個性あるまちづくり事業費補助金についてですけれども、確か

に年度途中でまだ期間はありますけれども、今、使い勝手がよくなるように要綱を見直しておる

ところです。年２回審査会を行っております。年明けで次年度の応募を募りまして、平成２８年

度の申請受付を開始するところでありますけれども、平成２７年度については現要綱で行ってお

りますけれども、平成２８年度分の申請受付につきましては、要綱を改正した分で受付を考えて

いるところですので、確かに幅広く使っていただくために、要綱見直しを行った分で、次回の申

請受付については計画しているところです。 

○議長（岩佐 達郎君） 市民協働推進課長。 

○市民協働推進課長（楠原 康成君） 今回、防犯灯の補正として設置個数２５灯を見込んでおり

ます。これは前年度の実績で見込んでおります。これで足りるのかと言われますと、現場から上

がってくる数字がなかなか見込めないところもありますので、現時点では、この２５灯で対応し

ていきたいというふうに思っております。 

 それと、申請があって交付決定ができていないという部分でございますが、１１月申請分で現

在８件が上がってきている状況でございます。 

 それとあと、設置要綱から言いますと、新設の場合が３万円、それから新設以外―取りか

えの分ですが、これが１万５,０００円ということで対応をしているところでございます。 
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○議長（岩佐 達郎君） １１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） 個性あるまちづくりの件で、今、要綱を見直すという話がござ

いました。そして、次年度にまた募集を募ると。じゃあ、要綱の見直した施行日は来年の４月

１日からになるんですか。 

○議長（岩佐 達郎君） 係長。 

○地域振興係長（髙山 靖生君） 来年度４月１日施行分で計画しているところです。 

○議長（岩佐 達郎君） いいですか。ほかにありませんか。１０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 同じ９目でありますけれども、９１万円の人材育成事業であり

ますが、私の記憶によりますと、毎年かなりの額、このくらいの額が余っているような感じがい

たします。人材育成というのは非常に大事なことだと思いますので、これが何で余るのか、要件

が厳し過ぎるのだろうか。それか、対象者が考える必要があるのかどうか、そこら辺もお尋ねし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 係長。 

○地域振興係長（髙山 靖生君） 今年度につきましても１名の申請がありまして、審査委員会で

審査して、１件申請があった分を受け付けているところでありますけれども、要件等についても

厳し過ぎるのか、そこら辺も踏まえたところで、申請があった分を今、受け付けている状況であ

ります。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 私が申してるのは、その辺を、要綱なりあればこれを見直して、

そして、できるだけ多くの方を参加させて効果を出していただきたいというふうに思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 要望でいいですね。ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、２款１項の質疑を終わります。 

 次に、２款３項戸籍住民基本台帳費の質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、２款３項の質疑を終わります。 

 次に、２款５項統計調査費の説明を求めます。係長。 

○商工振興係長（宮崎 哲工君） ２款５項２目商工統計調査費でございます。補正額８万

６,０００円、臨時職員賃金として８万６,０００円上げております。この統計調査につきまして

は、来年の６月１日付で調査実施が予定されております経済センサス活動調査、この分の調査の

事前準備が年度末から始まってまいります。その分に対応するためでございます。 
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 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、２款５項の質疑を終わります。 

 次に、３款１項社会福祉費の説明を求めます。担当課長は順次説明を願います。福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 補正予算書３１ページです。 

 ３款１項１目社会福祉総務費、２３節償還金、利子及び割引料４,０００円の増額補正です。

平成２６年度福岡県地域自殺対策緊急強化基金事業費補助金の精算で３,４４１円の返還金が生

じましたので補正するものです。 

 同じく７目障害者対策費、２３節償還金、利子及び割引料３,１６５万１,０００円の増額補正

です。理由としまして、平成２６年度の障害者医療費国庫負担金精算１５６万４,８１９円、同

じく県費負担金精算７８万２,４１０円、障害者自立支援給付費国庫負担金精算１,８８８万

５,５９９円、同じく県費負担金精算で９４４万２,８００円、特別障害者等手当給付費国庫負担

金精算で２万６,１１５円、障害児通所支援給付費等国庫補助金精算で６３万６３８円、同じく

県補助金精算で３１万５,３１９円の返還金が生じましたので補正するものでございます。 

○保健課長（増岡  寿君） 続きまして、８目介護保険対策費でございます。１９節負担金、補

助及び交付金３１４万４,０００円の増額でございます。これにつきましては、地域介護・福祉

空間整備等補助金ということでございまして、既存の介護施設のスプリンクラーの整備支援事業

でございます。平成２７年４月１日より介護施設等のスプリンクラー設置が義務づけられたこと

によりまして、市内の有料老人ホームに対しますスプリンクラーの整備支援事業でございます。 

 続きまして、９目地域支援事業費、１３節委託料５０５万４,０００円でございます。低所得

高齢者住まい・生活支援モデル事業委託料でございます。これにつきましては、国のほうで現在、

自立した生活を送ることが困難な低所得、低資産の高齢者の住まいの問題に対応することを目的

とした施策を進めているところでございまして、全国で８つの自治体が既にモデル事業として取

り組んでおります。今回、２７年度の事業として厚生労働省のほうから追加の募集があったこと

から、うきは市においても事業の全額補助を受けて、モデル的に低所得高齢者のための住まいに

関する支援や高齢者の集いの場を整備していくものとして実施するものでございます。 

 以上でございます。 

○福祉事務所長（秦  克之君） １０目臨時給付金事業費、２３節償還金、利子及び割引料

１,１３６万４,０００円の増額補正です。理由といたしまして、平成２５年度からの繰り越しで

平成２６年度子育て世帯臨時特例給付金、また、同じく平成２５年度の繰り越しで平成２６年度
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臨時福祉給付金が実施されました。実績報告で返還金が生じましたので補正するものでございま

す。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） ３１ページですね。８目の介護保険対策費のうちの地域介護・福

祉空間整備等補助金、今、課長のほうから説明がありまして、３１４万４,０００円の使途につ

いては、介護施設のスプリンクラー設置の義務づけによる補助ですね。この補助率を教えていた

だけませんか。施設と、これはそれぞれ設置されてるところもあると思うんですけども、未設置

がどれだけあるのか、この補助金の補助割合についてよろしくお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 保健課長。 

○保健課長（増岡  寿君） まず、御質問ありました補助率でございますけれども、１００％で

ございます。 

 市内の介護施設を調べてみましたところ、今回、１施設の有料老人ホームにおいて設置がなか

ったということで、今回、整備するものでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） たくさん償還金が出てありますけれども、返さなきゃならん金

額はわかりますよ。ところが、一体幾ら来てこれだけの金を返さなきゃならんかという明細はつ

くられてるわけですか。じゃないと、これ、決算をやってありますからね、２６年度でですよ。

したがって、非常に大きく狂ってくるわけですよ。決算書とですよ。 

 例えば、子育て特別給付金というのがありますけど、これ、前年度の成果表で見ますと

３,３８５人ですか。１万円ですから３,３８５万円払ってるわけですよ。払ってます。これに国

から来た金は、成果表を見ますと３,７３９万４,３９９円ですね。これから３,３８５万円を引

きますと３５０万円ぐらいしか残らないわけなんですよ。この中からまた１２２万３,０００円

を返さなきゃならんということになりますと、あの成果表の一般財源の繰出金が大きく違ってる

ということになるわけ。 

 この下も同じですよ。臨時福祉給付金ということですから、たしか１万円と５,０００円プラ

スというやつだったですね。１万円が６,７２０人、５,０００円プラスしたのが３,８５７人に

交付しましたということですから、８,６４８万５,０００円を支払いましたという成果表なんで

すよ。国からの補助というのは、９,５６９万８,０１２円ということが成果表に載ってるわけで

す。これから支給額を引きますと９２１万３,０００円残ることになりますけれども、９５１万

５,０００円返すということになると、これはどうなるわけですか。全く補助金だけでは足らな
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いということ、あとは、事務費は全部その一般財源で払ってるということになりますけども。 

 したがって、この償還金の明細というのはいただけないかどうかということ。国から幾ら補助

があって、そして、実際に払った、今度返さなきゃならんのは幾らということですよ。じゃない

と、これは私どもの付託になりませんから、厚生文教常任委員会のほうでは質問ができると思い

ますよ、審議をするときですね。総務産業常任委員会は全くわからんということになりますから、

これが出せないかどうかということが１点です。 

 それから、低所得高齢者住まい・生活支援モデル事業というのが、これは２７年度から始まっ

たということでありますが、ありがたいことです。全額、国県支出金のほうで賄われてあります

からね。これは今年度限りなのか、あるいは何カ年計画かが事業が続けられるかということをお

願いしたいと思います。幸い５０５万４,０００円という事業費の委託をやります。全額、国県

支出金になってありますから、こういう事業が単年度で終わるものなのか、あるいは何年度か続

けるのかどうか、それがわかってあったらお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 償還金の明細ということでございます。一覧表というのはちょ

っと無理かもしれませんけども、各事業ごとに精算書なり国庫負担金の資料がございますので、

その分についてはお出しをいたします。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 保健課長。 

○保健課長（増岡  寿君） 低所得高齢者住まい・生活支援モデル事業委託料でございますけれ

ども、最長３カ年になっております。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、３款１項の質疑を終わります。 

 次に、３款２項児童福祉費の説明を求めます。福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 補正予算書の３３ページです。 

 ３款２項１目児童福祉総務費、２３節償還金、利子及び割引料１８万５,０００円の増額補正

です。平成２６年度福岡県母子家庭等日常生活支援事業費で１０万９,１００円、同じく２６年

度自立支援教育訓練費国庫補助金精算で７万５,０００円の返還金が生じましたので補正をする

ものでございます。 

 同じく２目児童措置費、２３節償還金、利子及び割引料３０万４,０００円の増額補正です。

平成２６年度児童扶養手当給付費国庫負担金事業実績により３万５,３９３円、同じく児童手当
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交付金事業実績により２１万９,３３３円、児童手当費県費負担金の事業実績により４万

７,８３３円の返還金が生じましたので補正をするものでございます。 

 同じく５目民間保育所費、１９節負担金、補助及び交付金８３１万９,０００円の減額補正。

２３節償還金、利子及び割引料３７８万７,０００円の増額補正です。延長保育事業費を予算化

しておりましたけども、対象保育所の―遊林愛児園のほうですけども、現時点で利用者のほ

うが補助要件を満たさないということが確定しましたので、これを減額するものでございます。 

 また、保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金、これは昨年実施されたものでございますが、

今年度制度が変わりまして、子ども・子育て支援新制度によることになりまして、運営委託料に、

この分については加算して支払うという仕組みが変わりましたので、全額、減額をするものでご

ざいます。償還金、利子及び割引料につきましては、平成２６年度の福岡県保育対策等促進事業

費補助金の実績報告により返還金が生じましたので補正するものでございます。 

 同じく６目一般保育所費、４節共済費１７８万１,０００円の減額、７節賃金１,５３７万

８,０００円の減額、１１節３７０万６,０００円の減額補正です。共済費と賃金につきましては、

嘱託保育士及び代替保育士の支払い見込みが確定しましたので減額をするものでございます。需

用費につきましては、保育所の入所児童見込み数によりまして、児童に対する消耗品及び賄い材

料費を減額するものでございます。なお、保育所によっては減額になるところもありますけども、

トータルでは減額ということになっております。 

 同じく７目広域保育所費、１３節委託料１５０万円の増額補正です。広域保育所の運営費が子

ども・子育て支援の申請で運営費が確定したこと及び今後も希望予定者が増額すると見込まれる

ということで増額補正をいたしております。 

 同じく９目放課後児童対策費、２３節償還金、利子及び割引料５７万３,０００円の増額補正

です。平成２６年度放課後児童健全育成事業費の補助金の実績報告により返還金が生じましたの

で補正するものでございます。なお、この中身につきましては、障害児受入推進事業の部分にお

いて２カ所の学童保育所が基準額を使い切れなかったということでの返還金が生じております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） ５目の民間保育所費でありますけど、延長保育の補助要件が満

たされてなかったから１００％減額ということですね、これ。補助要件が満たされないというこ

とは、後でわかったんですか。もしそういうことがわかってあれば、やはり国からの補助金が決

まってあったんですから、それを消化するためには民間保育所を指導しなきゃならんと思います

よ。その指導はどうなってたかということをお願いしたいと思います。 
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 それから、保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金でありますが、これも１００％減額ですよ。

先ほど制度が変わった、制度が変わって１００％減額ですか。じゃあ、その制度が変わったやつ

はどうなるわけ。変わったら、その分は交付されないわけですか。これでいくと、全く３４２万

８,０００円は１００％返還だということになるわけ。ところが、これは過年度ですから、恐ら

く過年度のことでありましょうけれども、保育所等処遇改善臨時特例事業というのは２６３万

３,０００円払ってるわけですよ、２６年度は。それが今度は３４２万８,０００円減額になって

ありますが、その負担金、補助金を減額しなきゃならん理由ですね。制度が変わってくるんだっ

たら、私は、その分は減額しなくていいんじゃないかと思いますけども、これを１点お願いした

いと思います。 

 それから、７目の広域保育所費ですね。当初予算で１,０４６万８,０００円予算計上してあり

ました。当初予算は何人見とったんですか。それから、今度、補正で１５０万円見られてありま

すが、これは何人分を補正で見られてあるかどうかですね。当然広域保育所ということですから、

市内以外の保育所に通ってる児童のことだろうと思いますけれども、その数について把握ができ

てあったらお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） まず、延長保育推進事業費の補助金でございますが、この分に

つきましては、２６年度の過年度保育対策事業費のほうも返還金で戻すようになっております。

それで、実績報告のときに―実績報告書を４月に出しておりますけども、対象にならなかっ

たということで、該当の保育所のほうから、この分については今年度も該当になりませんという

ことの申し出がございましたので、延長保育の事業費の補助金についての減額をした次第でござ

います。 

 それと２番目の保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金でございますが、これは昨年、実施を

しておりますが、当初予算で今年度もあるという見込みで予算化をしておりましたけれども、子

ども・子育て支援新制度の中で、その分については、保育士の賃金等の改善の分についてはその

運営費の中に入れておりますということで、この事業がなくなったということでございます。 

 次に、広域保育所でございますが、現在９名の方が広域入所に該当をしております。あと、ゼ

ロ歳児の方が入所するということを予定いたしまして、今後２名の方が入所という見込みをして

おります。一応運営費がゼロ歳児で一月２０万円というような査定をしておりまして、当初予算

よりも１５０万円ほど不足するという見込みが出ましたので補正をいたしている次第でございま

す。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、３款２項の質疑を終わります。 

 次に、３款３項生活保護費の生活保護費の説明を求めます。福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 補正予算書３４ページです。 

 ３款３項１目生活保護総務費、２３節償還金、利子及び割引料１,５９５万６,０００円の増額

補正でございます。平成２６年度の生活保護費国庫負担金の精算により１,５９５万２,３２８円、

平成２６年度のセーフティネット支援対策等事業費補助金の精算により３,０００円の返還金が

生じましたので補正をいたしております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、３款３項の質疑を終わります。 

 次に、６款１項農業費の説明を求めます。担当課長は順次説明を願います。農林振興課長。 

○農林振興課長（熊谷 泰次君） ３５ページをごらんいただきたいと思います。 

 ６款１項３目農業振興費、マイナス６５万４,０００円の補正となっております。内容といた

しましては、１１節需用費、印刷製本費１５万６,０００円の増額につきましては、県の追加事

業が採択されたために増額補正となっております。 

 続きまして、１９節負担金、補助及び交付金が８１万円の減額となっております。内容といた

しましては、農業振興対策事業費補助金が６７４万５,０００円となっております。これにつき

ましては、県の補助金が２件追加採択されたために増額されているものです。 

 続きまして、新規就農総合支援事業費補助金につきましては８００万円の減額となっておりま

すけども、これにつきましては、当初６,７５０万円の予算計上をしておりましたけれども、前

年度の所得が２５０万円を超えたために支給できなくなった方が３名、それと新規就農が後期開

始になったために半額支給となったものを合わせますと８００万円の減額となっております。 

 続きまして、女性農業者活躍促進事業費補助金につきましては、女性農業者支援の県の新規事

業が新たに採択されたために４４万５,０００円の増額補正となっております。 

 続きまして、４目畜産費４１９万５,０００円の増額補正となっております。内容といたしま

しては、１９節負担金、補助及び交付金が４１９万５,０００円の増額補正となっております。

これにつきましては、畜産振興総合対策事業補助金が、９月の段階で増額補正をしていただいて

おりましたけども、それが、県のほうが事業費の追加採択をしていただいたために、この

４１９万５,０００円が追加補正となっております。 
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 続きまして、５目園芸費５,８８６万６,０００円の減額補正となっております。１９節負担金、

補助及び交付金５,８８６万６,０００円の減額補正です。これにつきましては、活力ある高収益

型園芸産地育成事業費補助金が、当初１億４,００４万９,０００円の予算計上しておりましたけ

ども、県のほうにその分を要望しておりましたけども、そのうちの内示が要求額の６２％となっ

たため５,８８６万６,０００円の減額補正となっております。この案件につきましては、２８年

度、再度申請するということで予定をしております。 

 続きまして、６目農地整備計画費２８９万９,０００円の増額補正となっております。内容に

つきましては、１９節負担金、補助及び交付金の２８９万９,０００円の増額補正となっており

ます。内容につきましては、多面的機能支払交付金２１０万６,０００円の増額補正と、多面的

機能支払交付金―こちらは向上活動分ですけれども、７９万３,０００円の増額補正となって

おります。 

 続きまして、７目山村地域振興費、マイナス１,４９７万４,０００円の減額補正となっており

ます。内容といたしましては、１９節負担金、補助及び交付金の１,４９７万４,０００円の減額

補正となっております。この内容といたしましては、中山間地域等直接支払制度が平成２７年度

より４期対策が始まりまして、新たに５カ年計画を行いまして、それの交付申請書等の取りまと

めによって、この１,４９７万４,０００円の減額補正となっております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） ４目畜産費、県の追加による増額補正というのはわかりますけ

れども、この事業内容をもう少し詳しくお願いします。追加された事業内容ですね。 

○議長（岩佐 達郎君） 農林振興課長。 

○農林振興課長（熊谷 泰次君） これにつきましては、当初から養豚の施設を建設するというこ

とで計画しておりましたけども、当初より、この補正分も含めて事業計画をしておりましたけれ

ども、補助金のほうがそれだけないということで、２,５００万円の補助しかない形で予算計上

されておりましたけども、追加で県のほうが採択していただいたために、当初の５,８３９万円

が補助対象の額として、今度、計画しているものです。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、６款１項の質疑を終わります。 

 次に、６款２項林業費の説明を求めます。農林振興課長。 

○農林振興課長（熊谷 泰次君） ３６ページをごらんください。 
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 ６款２項２目林業振興費、補正額１９万８,０００円。内容といたしましては、１９節負担金、

補助及び交付金が１９万８,０００円の増額補正となっております。この事業につきましては、

森林整備地域活動支援交付金の事業ですけども、県のほうが追加採択していただいた関係で

１９万８,０００円の増額補正をするものです。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、６款２項の質疑を終わります。 

 次に、７款１項商工費の説明を求めます。企業立地係長。 

○企業立地係長（田尻栄三郎君） ３７ページをごらんください。 

 ７款１項２目商工業振興費、補正額１億４９４万７,０００円、１９節負担金、補助及び交付

金１億４９４万７,０００円。内訳といたしまして、産業振興奨励金、この分につきましては、

日本精工九州の２６年度取得分が確定しまして、年間の額が確定しましたので、当初予算してお

りましたとの差額５５２万８,０００円を増額補正するものです。 

 続きまして、産業立地交付金１億円。これにつきましては、ＲＯＫＩに対する産業立地交付金

になりまして、内訳といたしましては、立地促進奨励金と設備投資奨励金、限度額が１億円とい

うことになっておりまして、これは１回限りの交付金ということになっております。 

○商工振興係長（宮崎 哲工君） あわせまして、消費生活センター広域化負担金、５８万

１,０００円の減額でございます。これにつきましては、久留米市消費生活センターのほうに広

域化の負担金としてお支払いしている、うきは市分、これにつきまして、県の補助金の対象にな

るということで、２分の１分が県の補助金の対象となります。それを久留米市のほうから県に補

助金申請するということでございまして、その分、減額をさせていただくものでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） 今、消費生活センターの広域化負担金で説明がありました。こ

ういうのは県の補助が受けられるとか、当初にわからんかったのかどうかですね。なぜ今ごろこ

ういうのがわかるのか。 

○議長（岩佐 達郎君） 係長。 

○商工振興係長（宮崎 哲工君） これにつきましては、当初より補助の対象になるということは

わかっておったんですけれども、うきは市から補助金を県のほうに申請するのか、久留米市から
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申請するのか、うきは市から申請するということになれば、一旦久留米市のほうに負担金として

満額をお支払いして、この５８万１,０００円分を県から補助としてもらうということになるん

ですけれども、そちらが、うきは市から申請するべきか、久留米市から申請するべきかというと

ころが当初では固まってなかったということで、満額の予算措置をさせていただいたと。ところ

が、今回、申請はどちらから上げましょうかという話をしたところ、久留米市のほうからという

ことになりましたので、久留米市が県から補助金をもらうので、その分の足りない部分をうきは

市が支出するということで話がなったものでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 産業立地交付金のことでお尋ねいたします。 

 大変大きな額でありますので、念押しのためにお尋ねするんですけども、今、ＲＯＫＩは夜遅

くまで突貫工事でやってもらっておりますので、工期がおくれるようなことはないかとは思うん

ですけれども、本当に２７年度、２月か３月までには完了するということは当然向こうから言わ

れてると思うんですが、こちらから出かけていって、現場確認などされたのかどうか。おくれる

ようなことが絶対ないか、そこら辺を確認したいと思います。 

 その交付金が、事業開始日の属する年度ということになっておりますので、お尋ねしているわ

けでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 企業立地係長。 

○企業立地係長（田尻栄三郎君） ただいまの質問でございます。現場のほうにはちょこちょこ行

って、現場事務所の―安藤・間さんですけれども、進捗状況を聞いているところです。当初

の予定では、１２月に引き渡しということを聞いておりましたけれども、昨日、ＲＯＫＩのほう

がお見えになって、そのときに聞きましたら、１月末ぐらいに若干はずれ込んでいるということ

になっておりまして、操業開始が３月ということを、昨日、聞いております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） わかりました。 

 それから、関連でありますから念のためお聞きしておきたいんですが、この後、雇用促進奨励

金というのがまた出てくると思うんです。これは新年度の２８年度に出るというふうに思います

のでお尋ねしたいんですけれども、オーダーメードとレディーメードの違い―誘致のですね、

何とも言えないかもしれませんけれども、日本精工が来るときにはかなりの人を―人数は確

認しておりませんが、地権者、土地を売っていただいた方に関連する方を採用していただいたと

いうようなことを聞いております。今回、どの程度までの採用の結果発表があってるか知りませ

んが、非常にハードルが高いと。もちろん地元の人も受けておるそうでございますし、うきは市
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の方も相当受けてると思うんですけれども、非常にハードルが高い。とにかく面接も受けられず

に書類選考ではねられてというのが多いということで、工場の内容からしますと、そんなに特殊

技能が要るとか、そういうのじゃないような気もするんですけど、そこら辺、こちらから市とし

て向こうに採用に関するお願いをどういう形でされてるのか。もしされてなかったらされてない

で結構ですけれども、期待をしておったものですから、その辺、お尋ねしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企業立地係長。 

○企業立地係長（田尻栄三郎君） ただいまの質問ですけれども、ＲＯＫＩは市が誘致をした企業

でございますので、市のほうからの要望といたしましては、市内の方の雇用をよろしくお願いし

ますということはお願いを申し上げておりました。なかなか面接も受けられなかったということ

でございますけれども、上棟式のときにＲＯＫＩの社長が申し上げていたんですけれども、当初

３０名程度でスタートして、２年後に１００名前後というようなことを申し上げておりましたの

で、また今後、２次の募集とかが考えられるかと思っております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） ＲＯＫＩの社長も申しておりましたが、地域との信頼関係とい

うのを大事にしたいというようなことも言っておりましたので、できるだけ地元なり市の方の採

用を多くしていただくようによろしくお願いし、これは要望で結構でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。５番、佐藤議員。 

○議員（５番 佐藤 湛陽君） 産業立地交付金に対しての具備する条件とはどういう内容なのか、

説明をお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 企業立地係長。 

○企業立地係長（田尻栄三郎君） 産業立地交付金の交付要件につきましてですけれども、まず、

これは産業立地促進条例の第６条のほうにも上げておりますけれども、投下固定資産総額が３億

円以上の事業所を設置する場合、それと、常時雇用する従業員が３０名以上あり、かつ市民の新

規雇用が１０名以上と、３番目に、農工法で造成した団地、土地開発公社が分譲した土地あるい

は市ということになっております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、７款１項の質疑を終わります。 

 次に、８款２項道路橋りょう費の説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） ３８ページでございます。 



- 342 - 

 ８款２項２目道路維持費、１５節工事請負費４００万円の増額補正でございます。増額の理由

といたしましては、道路維持修繕工事が当初の見込みより増大し、予算不足となったため、補正

をお願いするものです。今年度、実施しなければならない緊急性の高い市道９路線分の道路維持

工事費の増額補正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、８款２項の質疑を終わります。 

 次に、８款４項住宅費の説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） 補正予算書３９ページをお願いします。 

 ８款４項２目公営住宅専用水道費、１５節工事請負費１９５万２,０００円の増額補正でござ

います。増額補正の理由といたしましては、高見団地の専用水道の給水加圧ポンプの２つのうち

１つが９月上旬に壊れまして、部品が製造されていないことから、修理不可であることから、ポ

ンプ自体を取りかえる必要が生じたため、増額補正をお願いするものです。なお、通常は２つの

ポンプを交互運転で給水しておりますが、現在、１つのみのポンプで運用しております。もし残

りの１つが壊れた場合は給水停止になることから、今回、緊急に取りかえるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、８款４項の質疑を終わります。 

 次に、９款１項消防費の説明を求めます。市民協働推進課長。 

○市民協働推進課長（楠原 康成君） 補正予算書４０ページをお開きください。 

 ９款１項２目非常備消防費、１８節備品購入費７４５万６,０００円の減額補正でございます。

補正理由と内訳につきまして、消防用備品３８万２,０００円につきましては、現在、使用して

おります２台の組み立て水槽が老朽化のため水漏れ等が激しくなっておりまして、修理ができな

い状況になっております。このため今回、角形組み立て水槽２台分の購入経費を計上していると

ころでございます。この組み立て水槽は操法訓練、それから防災訓練等に使用をしているもので

ございます。 

 それから、消防ポンプ自動車購入費７６万２,０００円の減額、それから、消防救急デジタル

無線機購入費７０７万６,０００円の減額につきましては、入札残に伴います減額補正を行うも
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のでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、９款１項の質疑を終わります。 

 次に、１０款１項教育総務費の説明を求めます。学校教育課長。 

○学校教育課長（内藤 一成君） ４１ページになります。 

 １０款１項２目事務局費、１９節負担金、補助及び交付金３００万円の増額補正をお願いする

ものです。内容につきましては、幼稚園就園奨励費を１１６名の保護者に給付するに当たり、不

足額を生じているものです。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、１０款１項の質疑を終わります。 

 次に、１０款３項中学校費の説明を求めます。学校教育課長。 

○学校教育課長（内藤 一成君） 次の４２ページになります。 

 １０款３項１目学校管理費、１１節需用費６０万円の増額補正をお願いするものです。内容に

つきましては、中学校光熱水費につきまして、現在のところ、約６０万円の不足を生じておりま

すので、６０万円の増額補正をお願いするものです。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、１０款３項の質疑を終わります。 

 次に、１０款４項社会教育費の説明を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（安元 正徳君） お手元の資料、４３ページでございます。 

 社会教育費、２目文化財保護費１４万５,０００円、報酬１４万５,０００円の減額でございま

す。この報酬につきましては、本年度、文化的景観の委員会の開催を予定しておりましたが、新

川地区等の災害復旧工事の影響により、県と協議いたしまして、委員会の開催については次年度

以降に開催するように協議がなりましたので減額をしております。 
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 続きまして、６目図書館費８３万円、委託料８３万円の減額。内訳といたしましては、図書館

清掃委託費４２万１,０００円、図書館総合管理委託料４０万９,０００円。これにつきましては、

総務課と同じように庁舎、それから、うきは市立図書館、一括の入札を行っております。入札に

よる減額でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、１０款４項の質疑を終わります。 

 次に、１１款１項農林水産業施設災害復旧費の説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） ４４ページをよろしくお願いします。 

 １１款１項３目農業用施設災害復旧費、１５節工事請負費９００万円の増額補正でございます。

理由といたしましては、平成２７年８月１５日発生台風１５号により被災しました農道３路線、

頭首工１施設、水路１施設、合計５施設の農業用施設災害復旧費を、今回、計上し、年度内に工

事を完成させるべく増額補正させていただくものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、１１款１項の質疑を終わります。 

 次に、１１款２項公共土木施設災害復旧費の説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） ４５ページをよろしくお願いします。 

 １１款２項２目公共土木施設災害復旧費、１５節工事請負費７,１００万円の増額補正でござ

います。理由といたしましては、平成２７年８月１５日発生台風１５号により被災した市道

１０路線、市営河川４施設の合計１４施設の公共土木施設災害復旧費を、今回、計上し、年度内

に完成すべく３,１００万円の増額補正をするものでございます。 

 また、平成２４年の北部九州豪雨災害復旧費につきましては、当初予算にて事業中でございま

すが、補助災害の残事業を優先させていたこと、それから、附帯事業で隠れていた災害の地元要

望が次に上がり、予算不足が生じました。年度内に完成させるべく４,０００万円を増額補正さ

せていただくものでございます。ただし、美住川につきましては、先ほど企画財政課長からござ

いましたとおり、２７年度に繰り越しを行い、洪水期までには河川内工事を完成させる予定でご

ざいます。 
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 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） ２４年発生災害復旧工事、これは何カ所でしょうか。１カ所で

すかね。４,０００万円。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（高瀬  智君） 河川が３カ所で道路が３カ所の、合計６カ所でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、１１款２項の質疑を終わります。 

 次に、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費及び歳入については、一括して企画財政

課長の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（金子 好治君） ４６ページをお願いいたします。 

 １２款１項１目元金、補正額５０万８,０００円でございます。その下、２目利子、補正額

１,７２２万７,０００円の減額となっております。この補正につきましては、平成２７年度に起

債をしております臨時財政対策債及び減税補塡債につきまして、借り入れが利率見直し方式で借

り入れをしておったところでございます。２０年間のちょうど中間日であります１０年後に利率

を見直す、当時１.２％で借り入れをいたしておりました。今回、現在、利率が下がっておりま

すので、その利率が見直されまして０.２％になったところでございます。したがいまして、元

金及び利息が、返還分が下がったということで、今回、補正を行うものでございます。 

 続きまして、１３款１項１目特別会計繰出金、補正額８,４１２万８,０００円、国保会計への

繰り出しでございます。 

 続きまして、４８ページをお願いいたします。 

 １４款１項１目予備費、補正額５１５万７,０００円。歳入歳出の予算の調整によるものでご

ざいます。 

 １５ページにお戻りお願いします。 

 歳入でございます。１款１項１目市民税の個人分でございます。補正額が５,７８８万

６,０００円、今後の収入見込みによる補正でございます。均等割、所得割とも今後の収入見込

みによる補正でございます。 

 ２目法人、法人市民税、補正額２,９４３万５,０００円。これにつきましても、今後の収入見

込みによる補正でございます。 

 次のページをお願いいたします。 
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 １款２項１目固定資産税、補正額１,２５４万３,０００円、１節現年課税分でございます。償

却資産の今後の収入見込みによる補正でございます。 

 １款３項１目軽自動車税、補正額１９０万３,０００円、１節現年課税分でございます。これ

も同じく、今後の収入見込みによる補正でございます。 

 続きまして、１８ページをお願いいたします。 

 １款４項１目市たばこ税、補正額６００万円。これにつきましても、今後の収入見込みにより

ます補正でございます。 

 １４款１項１目民生費国庫負担金、補正額６９万４,０００円。内容につきましては、生活困

窮者自立支援事業費負担金でございます。これにつきましては、生活困窮者自立支援法の施行に

伴いまして、予算の体系の見直しが行われたところでございます。一部の事業で予算の確定がお

くれまして、前年度と同じ形での予算を組んでおったところでございますけれども、県で組んで

いた分が、国のほうの負担が確定いたしましたので増額補正をするものでございます。 

 次の２０ページをお願いいたします。 

 １４款２項１目総務費国庫補助金、補正額１,９０１万円の減額でございます。こちらにつき

ましては、個人番号カード交付事業費の負担金が９９万円の増額でございます。 

 それから、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金でございますけど、これが地方創生の

タイプⅠの事業でございます。その分の不採択ということで２,０００万円の減額でございます。 

 続きまして、１節社会福祉費補助金７８８万２,０００円の減額でございます。これにつきま

しては、介護保険事業費４７３万８,０００円、歳出のほうで上がっております低所得者・高齢

者への生活支援事業分の補助金でございます。それからその下、地域介護・福祉空間整備等施設

整備交付金、これも歳出のほうで上がっておりました介護施設スプリンクラー設置分の補助でご

ざいます。 

 ２節児童福祉費補助金２５７万１,０００円の減額でございます。内容につきましては、子ど

も・子育て支援交付金の減額でございます。民間保育所運営費の確定によるものでございます。 

 続きまして、２１ページ、１５款２項２目民生費県補助金、補正額４９６万６,０００円。こ

れにつきましては、上段のほうが緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費補助金、減額の６９万

４,０００円になっております。これは国のほうに変更になった分の減額でございます。その下

の権利擁護人材育成事業費補助金、これにつきましては、国庫補助から県補助へ移行した分

３１万６,０００円の補正でございます。 

 続きまして、２節児童福祉費補助金４５８万８,０００円の減額でございます。上段の保育対

策等促進事業費補助金４１６万円の減額につきましては、一部が他の補助金に変更になったもの

でございます。その下の保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金につきましては、民間保育所分
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の確定によるものでございます。 

 ５目農林水産業費県補助金、補正額６,６６３万８,０００円。１節の農業費補助金につきまし

て、トータルで６,６７８万６,０００円の減額となっております。中山間から多目的機能支払推

進交付金の事業につきましては、平成２７年度事業確定による補正でございます。下の女性農業

者の補助金、それから、経営技術支援対策事業費補助金につきましては、今年度、県のほうから

新規事業による追加の交付金でございます。 

 ２節林業費補助金１４万８,０００円。森林整備地域活動支援交付金につきましては、追加交

付による増額分でございます。補助率が４分の３でございます。 

 続きまして、２２ページをお願いいたします。 

 １５款３項１目総務費県委託金、補正額が７万８,０００円。経済センサス調査事務委託金で

ございます。当初で３万円を見込んでいましたけれども１０万８,０００円の交付決定がありま

したので、増加分を補正するところでございます。 

 １６款１項２目利子及び配当金、補正額４２８万５,０００円。１節利子及び配当金でござい

ます。全体で４２８万５,０００円となっております。内訳といたしまして、うきはの里株式会

社からの配当金が７７万２,０００円の増額でございます。こちらにつきましては、うきは市が

出資しております分につきまして、今年度１％加算が役員会のほうで決定されまして、その分の

配当金の追加分の補正でございます。その下の公共施設等整備基金、それから財政調整基金、振

興基金につきましては、基金運用利子の積み立ての分でございます。歳出のほうで申し上げまし

たけど、財政調整基金のほうが２６２万１,０００円と減額になっていますけれども、これが当

初の段階で振興基金との勘違いということでありましたので、今回、修正してから補正するもの

でございます。 

 続きまして、２４ページをお願いいたします。 

 １６款２項１目不動産売払収入、補正額２,６３６万８,０００円。１節土地建物売払収入

２,６３６万８,０００円でございます。これにつきましては、２件でございます。１件が道の駅

の第２次工期分の国交省への売り払い分でございます。これが１,９５７万９,４６５円でござい

ます。もう１件が、寺の後団地の―もう、取り壊しております。これが公売によりまして一

部売却されております。こちらの分が６７９万１円でございます。 

 続きまして、１８款２項１目財政調整基金繰入金、補正額が１億１,２９５万円でございます。

内訳につきましては、財政調整基金のほうから１億２,０００万円、それから、ふるさと創生基

金につきましては７０５万円の減額でございます。これにつきましては、ふるさと創生事業の確

定によりまして減額を行うものでございます。 

 続きまして、２６ページでございます。 
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 ２０款５項１目雑入、補正額２３万９,０００円の減額でございます。内容につきましては、

保育所職員給食費負担金でございます。平成２７年度の臨時職員、保育士の数が確定しましたの

で、その分の給食費の自己負担分の減額でございます。 

 ２目過年度収入、補正額９万５,０００円。内容につきましては、児童福祉費国庫支出金の増

額でございます。平成２６年度児童入所施設の入所費の追加分の受け入れでございます。 

 続きまして、２７ページ、２１款１項４目消防債、補正額が７８０万円の減額でございます。

内訳につきましては、歳出のほうで申し上げましたけれども、緊急防災・減災事業債緊急デジタ

ル分が７００万円の減額、それから、同じく消防ポンプ自動車の分が８０万円の減額でございま

す。 

 ７目災害復旧債、補正額が３,９６０万円。１節農林水産業施設災害復旧事業債が７２０万円

の増額でございます。その下、２節公共土木施設災害復旧事業債が３,２４０万円の増額となっ

ております。いずれも８月１５日に発生いたしました台風１５号災害による起債分でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 先ほども申し上げましたけれども、予算措置をしておったけれ

ども１００％減額になってるのがあるわけですね。例えば、２１ページで、民生費の中で緊急雇

用創出事業臨時特例基金事業費補助金１００％減額ということです。それから、その下の保育対

策等促進事業費補助金、これも４１６万円１００％減額、当初予算と比べますとですよ。 

 そこで、県あたりが事業の見直しをやって―実際２７年度の予算でやったわけですけど、

事業数が６８９事業ですよ。そして、先ほど申し上げたように、事業の廃止が３３件、事業の再

構築が７３件ということで大変な見直しをやってありますが、そういう見直しがやられた場合は、

県から何か連絡があるかないか、その辺がどうなってるのかということですね。じゃないと皆さ

ん方はそんな見直しをやって、県がまさか予算を計上してるとはわかりませんもんですから、そ

のまま予算が流れてきて、そして、１２月になって県から連絡があったかどうか知りませんけど、

その辺のシステムはどうなってるのか。もしあってなかったら、これは県にお願いしてもらわな

きゃなりませんよ。向こうで勝手に、今まであったからそのように予算を組んでおった。ところ

が、事業の見直しということで、県のほうがそれを廃止しとるということになると、連絡をして

いただかないと県下の市町村ではわからないということが出てくるわけなんですね。その辺がど

うなってるのかということを１点お願いしたいと思います。 

 それから、もう１点は、確定によるということが出てありますけども、確定によるのはいつの

時点で確定したのか。例えば、職員の給食代ですね。これが職員数の確定によって２３万
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９,０００円の減額になってありますけれども、大体、年度当初からいきますから、１年を通じ

て同じような数字になるんじゃないかと思いますけど、確定により、いつごろ確定するのかです

ね。その確定の時期ですね。入札等の残については、もちろん入札した時点で入札残というのが

出てきますけども、それ以外のものについて、確定の時期についてはどのように判断されてある

のかお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 保育所の職員の給食費の負担金でございますが、４月当初は児

童数によっての配置見込み数で予算を計上しております。ただ、育児休業、産前産後の休暇、ま

た、募集をいたしましても保育所職員が、臨時嘱託保育士が集まらないということもございまし

て、この時期につきましては、企画財政課長の説明にありますように１０月２０日で入力締め切

りということでございますので、その時点で見込み数を出しまして、今回につきましては、当初

よりも職員数が少ないということで補正予算を計上しているところでございます。 

 また、先ほど最初に説明がありました緊急雇用創出事業臨時特例基金、これも全額補正という

ことでございますが、これは企画財政課長が説明いたしましたように、生活困窮者の支援事業が、

昨年は福岡県のモデル事業にうきは市のほうが該当しておりました。今年度からにつきましては

国の事業ということで、生活困窮者の支援事業ということで、その決定が来たのが今年度に入り

ましてから予算の組み替え等が来ております。５月、６月ぐらいの確定の文書で来ておりますの

で、報告をいたしておきます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 先ほどの３３ページの説明では、保育士等処遇改善臨時特例事

業費補助金というのは制度が変わったということですね、先ほどの説明では。ところが、制度は

変わったけれども、じゃあ、補助はないということですか。２１ページでは全く上がってきてな

いけれども、それはどういうことなんですか。今まではいただいとった保育士等の処遇改善臨時

特例交付金とか、あるいは保育対策等促進事業費補助金、こういうものが全くなくなってきてあ

るわけですよ。制度がなくなったからカットになりましたというんだったらわかるけれども、制

度が変わったということは、変わった制度で補助金が来るんじゃないかと思いますけどね。これ

が１点ですよ。 

 それから、ありがたいことに税金は増収になってあります。国のほうも税収が５３兆円ですか、

ふえたということで喜んでおりますけども、うきはでも徴収対策係ができて、過年度分というの

は徴収がふえてきてると思いますけれども、この予算査定の時点では、過年度分の徴収というの

はふえてないのかどうか。全く上がってないからですね。市民税も固定資産税も軽自動車税も全
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く計上されてありませんが、その点はどうなってるのか。過年度分の徴収の実績、現在の数字が

わかってあったらお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（秦  克之君） 保育士等処遇改善臨時特例事業費の補助金の関係ですけども、

制度が子ども・子育ての、根本的に予算の内容が変わりまして、その内容の県の説明があったの

は８月でございます。それで一応、子ども・子育て支援の交付金の中に保育士等処遇改善臨時特

例事業費の補助金は入りますよということになりましたので、処遇改善臨時特例事業費の補助金

のほうは外しております。 

 それで、企画財政課長のほうが、２０ページ、１４款の民生費国庫補助金で、児童福祉費補助

金２５７万円１,０００円の減額ということでございますが、この減額分が保育士等処遇改善臨

時特例事業費の補助金の国の負担分でございます。そして、２１ページの県支出金、民生費県補

助金の４２万８,０００円が、この保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金の県の負担金でござ

います。補助の内容も県が８分の１、市が８分の１ということになっております。財源内訳は国

のほうが４分の３ということで、この子ども・子育て支援の分が根本的に今年度変わってきまし

たので、こういう事態になっているということを報告いたします。来年度からはそういうことの

ないようやっていきます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 徴収対策室長。 

○徴収対策室長（段野 弘美君） 滞納分の現時点での徴収ですが、これは議会のほうにも報告を

毎月しております。１０月時点では対前年度３.５％の徴収率はアップしているところですけど、

まだ滞納の収納状況が確定しておりませんので、その時点で報告なりをいたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。６番、上野議員。 

○議員（６番 上野 恭子君） 不動産の売却費が入っていますね。寺の後ですか。寺の後団地の

６７９万円の広さを教えてください。売却の広さ。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金子 好治君） 売却いたしました寺の後団地の面積ということですね。

４８３.１３平方メートルでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで、公債費、諸支出金、予備費及び歳入の質

疑を終わります。 
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 これで、議案第７７号の質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２．議案の委員会付託 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２、議案の委員会付託を議題とします。 

 議案の委員会付託については、お手元に配付しています議案の委員会付託表のとおり、所管の

常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案は、お手元に配付しております

議案の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決しました。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） 第２次うきは市総合計画はどういう取り扱いになるんですか。 

○議長（岩佐 達郎君） これに関しては、審議中断中です。（「だから。中断したままでしょ

う」と呼ぶ者あり）はい、今、中断したままです。（「それはいつ再開するの」と呼ぶ者あり）

今後検討して、また報告します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（岩佐 達郎君） 以上で本日の議事日程は終了しました。本日はこれで散会します。 

○事務局長（熊懐 洋一君） 起立、礼。お疲れさまでした。 

午前11時03分散会 

                                       

 


